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西蒲区次期計画の基本理念及び基本目標(案) 

【現計画】 

基本理念 地域で支えあい、みんなが健康で 

安心して暮らせるまちづくり 

基本目標１ 私たちが支え合い、助け合うまちづくり 

基本目標２ 安心・安全に暮らせるまちづくり 

基本目標３ 健やかでいきいきと暮らせるまちづくり 

基本目標４ 先人を敬い、次代を担う子供たちを支えるまちづくり 

◆統計やアンケートから見えてくる西蒲区の課題 

・少子高齢化・若年人口の減少(統計) 

・近所づきあい、住民が集える場所、地域で助け合う体制が必要（問 21） 

・幅広い年代の住民が交流できる、病気や障害があっても安心して暮らせる、犯

罪の無い安心・安全なまちが住みやすい。（問 22） 

・地域の福祉を担う人材の育成、情報提供や相談できる場所の設置が重要（問 23） 

◆地区福祉座談会から見えてくる課題と方策  

課題 世帯構成や生活スタイルの変化により孤立死など新たな福祉課題が発生

している。方策 気づく、思いやる意識を目的に「支え合いシート」を全世帯に

配布している地区がある。 

課題 自動車の運転ができなくなると通院や買い物をどうすればいいか不安。買

い物や通院の付き添い、方策 ごみ捨てなどのお手伝いをする住民グループがで

きた地区がある。 

課題 大きな災害がないため危機感が薄く防災意識も低い。方策 初めて防災訓

練を実施し、情報の共有を図れた地区がある。 

課題 ボランティアの高齢化・後継者がいない。方策 アンケートなどで地域の

担い手を探る。 

◆西蒲区区ビジョン 

「豊かな自然、歴史と文化のかおりに満ちあふれ、人と人があたた

かくつながるまち」が西蒲区の将来像 

福祉分野の施策として 健康寿命の延伸、 子育てを応援しあえる環境づくり、

 高齢者や障がい者を地域で支える仕組みづくりを挙げている。 



資料３ 

【次期計画】 

基本理念  つながり支えあい、みんなが健康で 

安心して暮らせるまちづくり 

地域住民のつながりを大切に、健康寿命の延伸を図り、 

誰もが住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らせる地域を目指します。 

基本目標１ 認めあい、支えあい、助けあうまちづくり 

＜取り組みの方向性＞ 

・お互いを認め尊重する、新たな気づきや意識の醸成と、助け合える地域づくりに努めます。 

・地域の福祉を担う人材の育成と、困りごとのある人に気づく、見つけるよう行動します。 

基本目標２ 安心・安全に暮らせるまちづくり 

＜取り組みの方向性＞ 

・防災・防犯など地域の安心・安全ネットワークを拡大し、気づいた困りごとのある人を支援機

関につなぎます。（災害発生時の住民相互の協力体制を福祉目線で） 

・地域の問題について柔軟に対応できるよう、関係者・関係機関で情報共有し、連携・協働し

て支援します。 

基本目標３ 健やかでいきいきと暮らせるまちづくり 

＜取り組みの方向性＞ 

・だれもが心身ともに自立し、できるだけ介護を必要とせずに暮らすことのできる「健康寿命」

の延伸を目指します 

・多様な主体が連携し、だれもがそれぞれの個性や強みを生かして地域の一員として活躍す

る地域を目指します。 

基本目標４ 先人を敬い、次代を担う子どもたちを支えるまちづくり 

＜取り組みの方向性＞ 

・高齢者や障がい者などを地域全体で支えるネットワークづくりを進め、在宅での生活や社会

参加を支援します。 

・子育てを支援するため「子どもの居場所」づくりや親の不安解消など、総合的に子育てを支

援します


